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講座の目的と趣旨  HOME   

講座の目的と趣旨  受講者HELP  

●受払フローチャート  

●受講方法  

確認テスト  オンライン講座  

XXXXXXXXX闇XXXX  
XXXXXXXXXXXXXXXX  
OXXXXXX  
（⊃XXXXXX  
OXXXXXX  
OXXXXXX  

評軍紺学究  即′■1翫‾▲争わイ笥  

問い合わせ   

※本構成図は、サイトにアクセスした時の見かけ上の構成国であり、実際のHTMLファイル構成とは異なります○   
はとんどのページはプログラムを介して表示します。  
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‾MLファイル  
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」（★．htm1105ファイル  
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プログラム構造  

●プログラムはporlを使用し、W∈8サーバ上でCGlとして動作する。  
●電子メールの送出にはsendma‖を使用する。  

●受講者および管理者は、インターネットを介してWE8サーバにアクセスして利用する。  

ログイン  

ページ閲覧  

確認テスト  

問い合わせ  

フォーラム  

個人†書軸更新  

ログイン  

管理メニュー  

メッセージ更新  

個人情報管理  

フォーラム管理  

※m∝〝内の共有モジュールは、全てのスクリプトから拳照するため、相関関係は省鴫。  

各モジュールの概要・機能   
utl．pl   
ユーザ認証－クッキーの書書込み、クッキーの読み出し（認証の確認）、メッセージウィンドウの表示（エラー時等〉、ロ   

グの書き込み、を行う。全てのスクリプトから㍑証の確言劉よ行うため、必ず参照する。   

¢OnI．pl   

サー／くルートのPath、LOGファイル、プログラムのPathなどを定麹する。設正する環境によって書き換える必要があ   
る。  

i¢Ode．pl   

日本語漢字コード変換ライブラリ（Copyri9htKazumasaUtashiro フリーウェア）   

Filelockp】   
ファイルの排他制御モジュール（CopyrlghlTOKYODESIGNLtd．，Co．フリーウェア）  
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ぶ三j速弧Å土工立ぷ，  

長 高橋 泰（国際医療福祉大学 教授）  
月 中江和実（トーキョ・一・デザイン、取締役社長）   
黒田史博（国際医療福祉大学 大学院）  

◆◆2協力いただいた方々、団体＜敬称略＞   

スクーリング講師  
青柳育子（群馬松祝福祉短期大学講師、看儀師、社会福祉士）   

eラー＝ング効果分析  
真贋 愛（国際医療福祉大学 大学院）   

8ラー＝ングシステム設計助吉  
特定非営利活動法人 テラスあぴこ  

◆NPO人材即発は楕 研究スタッフ  
水谷正夫（総括）  

渡進 数（委託研究月）  

高木恭子（事務局）  

山内美穂（事務局）  

特定非営利活動法人  

人材開発機構  

〒162－0825 新宿区神楽坂2－4 結城ビル4F  

Tel：03－5206－7831Fax：03－5206－7883   
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¢・州¢dut；ation  
http：／／vJVVW．e－meducationJp／  

介護職（介護福祉士、ヘルパー）と医療行為  
学習の進め方  

いわゆる医療行為は医師や看護師などの資格を持った専門職に実施が認められています。  

その他の人が医療行為を行うと法に抵触する可能性があります。  

しかし、一方で、訪問介護やグループ・ホーム等の居宅介護において、介護職の方は、利  

用者が痛み、発熱、めまい等の症状を訴える場面に遭遇することがあり、医師や看護師が近  

くにいない状況下で、なんらかの対応を迫られることがあります。  

よい介護サービスを提供するためには、介護職と医療職（医師、看護師など）が連携して行  

うことが重要です。その連携を上手に行うためには、介護職にもー定の医学知識の習得が必  

要です。   

やさしく学べるe－Meducation  

■e－Meducationの概要  e－Meducationでは下記の項目について、段階を追って学習します。第1葺から第3章までの3章からなっています。  

1日あたりの学習時間   標準学習期間   
第1章 呼吸器と循環器の医療処置   1日1時間   ＿－3日程度で終了   

第2章 消化器と泌尿器の医療処置   1日1時間   2－3日程度で終了   

第3章 薬剤の管理と投与、皮膚の医療処置   1日1時間   2－3日程度で終了   

各章の学習には、確認テストがついています。確認テストに合格すると次の章に進むことができます。確認テス  

トは正解率が80％以上で合格です。80％未満の正答率ですと「リピート（再挑戦）」となり、再度、その章  

の学習をしなければなりません。  

第1章を学習している学習者は、第2章と第3章の教材は見ることはできません。  

そもそも医学知識の習得がむずかしいのは…  

丁使われている用語が難しい  

2覚えなければならない知識がとても広い  

3人体や病気の仕組みが複雑で理解が難しい  

カイル① 峨■振替蘭祓犯庵1ウ」ル廿刃け毎  

ヱ聖二㌧旦些旦L鱒埜些些型  ㊥メディア8亀・∂感▼包  

これらを改善するために、  旨ページヘのリンク  
ここをクリックすると  
各ページに飛びます。  崇32詩 鷲別の管理と投与、皮偶疾患の管理□  

e－Meducationは  
「l 持う  

インスリン投与  
農尿病の治療は経口薬とインスリン注射  
（皮下注射）によって行われます。  

身寸されます。  
懐手乃刀1ンスリン冶矧ま卿完で行われますが．その後の冶環は家庭で自分白身で達男ける  

ことが原則となります。これを自己注身寸といいます。現在は、ペンタイプの注射器が主流となっ  
ています。自己注射にあたっては、注射か方法∴主射の場所、注射ユ蔭の保存方法、産別の隙  
の清浄〉£注射の畳、時間などの誇発を曳ナます。患者自身でも自宅で血糖を測定してイン  
スリン治療が正l＿ぺ行われているかをチェックすることになります。   

【‘小卜机テうこと】  
インスリンの自己注射を行っている利用者は、自分で産別かでぎますので、ヘルパーは達身寸  
をする時間が釆た場合lこ、利用者に連射をするよう促します。   

【適応tl一「lJノ投与そ上空としている場台J】  

1飲み；矧こよる血峠コントロールがよくない  

2薬の副作用や内臆刀病気で、飲み巽有限用でぎない  

3毒しい高血桔で、すぐlこ血糖値を下げる必要がある  

4手術の前後や悉染癌lこかかったときなど  

5糖尿病の女性の安壬娠中■授乳中   

【・†∵フリニ′′王紺Ⅰ，障l＝発生しうも危陣】  

1インスリン中産射こより低血相となることがあります。適切な対応を悪ると悪阻自失を起こ   

すことが董ります。  
2針刺し事故（医師．看護師が自分の手に注射針を刺して、感染を起こすことがある）  

3血管を傷つけることがあります。  

柳容易に理解できる用語を使う  

笹介護職と医療職の役割分担を明確にして、介護職が学ぷべき内容、実際に   

使う知識に限定して提供する  

邸やさしい言葉とイラストなどを使って、直感的に理解できるようにする  

各章の項目  
ここをクリックすると、  

その手の各項目に  
移ることができます。  

画像の画面  
ここには、画像がでてきます。  
動きのある画像もあります。  
画像により、右側の解説文の  
内容が把握しやすくなります。  

このようなエ夫のかMeducationはやさしく、そして州JよくT」  

できるシステムです。これなら途中で挫折することもありませんね。  
さあ、あなたも安心して学習に取り組んでください。  

試験運用参加者の声  

●課題をひとつずつクリアしていって、次の課題ヘステップアップしていくと   

いう方法は、知識を習得しているという実感が得られて良い。通常のテ   

キストと遠い、イラストや図が動くので、身体のしくみがよく理解できた。  

●医療の学習をする機会が少ないので、この企画は大変ありがたい。当   

システムはインターネットを用いているので、自分の都合にあわせて学習   

できる。又、内容も理解しやすいと感じた。  

●自由な時間に出来て、自分のペースで進められたことが良かった。医療   

行為と現場のケアの交わっている所が良くわかった。これからのこのシス   

テムの進化に注目していきたい。  

解説文  
わがノやすく医学知識の  
説明をしています。  

e・Meducationを体験することができます  
■アクセス方法  インターネットに接続したパソコンからe－Meducationのホームページにアクセスしてください。URLは  

http：／／www．e－meducation．jp／です。ホームページから、「はじめての方へ」をクリックし、「e－Meducation体  

験版」を開いてください。  

※体験版は、第1章の一部がご覧になれます。   

※医学知勤ま介甜附こも必要ですが、介護戦が医痛行為を実際に行うことはできません。  




